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のため両側の前頭眼窩野を摘出された E. V. R.という患者は術後も正常な IQ や記憶力を
維持し Wisconsin Card Sorting Test や Word Fluency Test などの様々な神経心理学テ
ストにおいても健常者と変わらない成績を示したにもかかわらず、実生活では明らかに失
敗すると分かる危険なベンチャービジネスに手を出し失敗を繰り返したという（Damasio 
et al., 1991）。1994 年 Bechara らは初めて実験的に、脳の特定の損傷部位と異常なリス





の重要性はその後の健常者を対象にした脳機能イメージング研究（Rogers et al., 
1999b; Critchley et al., 2001; Ernst et al., 2002; Fukui et al., 2005; Tobler et 
al., 2007; Li et al., 2010）によっても支持されたが、それと同時に前頭前野背外側部
や腹内側部、帯状回、側坐核、扁桃体などその他の様々な脳領域の関与についても多くの
示唆がなされた（Breiter et al., 2001; Kutson et al., 2001; Tom et al., 2007; 
Venkatraman et al., 2009; Mohr et al., 2010）。 
島皮質はそうした脳機能イメージング研究によりリスクを伴う意思決定への関与が示
唆された領域であり、近年その機能を解明するため数多くの研究が進められている
（Paulus et al., 2003; Kuhnen and Knutson, 2005; Preuschoff et al., 2008; Xue et 
al., 2010; Burke and Tobler, 2011）。例えば島皮質、特にその前部は、ギャンブル課題
においてリスクを伴う選択を行った時（Paulus et al., 2003）やスロットマシーンで勝







好性を促進する機能があることを示した（Ishii et al., Journal of Neuroscience 
2012）。実験概要は以下の通りである。まずラットには飼育ケージ内での摂水を制限し、
代わりに行動実験中に課題を遂行した報酬として一日に必要な水を与えた。課題はレバー
押し 1 回に対し数滴の水を与えそれを繰り返させるというシンプルなものだが、その際 
“確実に 2 滴の水が得られるリスクがない選択肢”と“倍の水 4 滴が得られる可能性がある









































報告されており（Long et al., 2009）、これは同様の手法を用いてラットにおいても確認



















































ることを直接的に初めて証明した（Journal of Neuroscience 2012）。興味深い事に通常、
多くのラットはリスクがある選択肢を好んで選択する傾向を示した。ところが島皮質前部
















成果は 2014年 Neuroscience research誌に報告された。 
これらの成果は脳の高次機能の理解に大きく貢献するものである。また同時に、これ
らの業績は著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを
示している。したがって、石井宏憲提出の論文は、博士（生命科学）の博士論文として合
格と認める。 
 
